
Numata City Public Relations

毎年恒例の行事として、園児や父

母など総勢約260人が参加して行わ

れました。42kgのもち米を４個の

臼に分かれて、大きな声を出して元

気に餅つきをしました。

つき上がった餅は、きな粉や大根

おろしをつけて、みんなで味わった

ほか、市役所や日頃お世話になって

いる消防署、老人ホームにも配られ

ました。

餅つきぺったんぺったん
1２月１日(金) 親子もちつき大会(ちぐさこども園)

■新年のあいさつ■２－３

■生涯学習フェスティバル・公民館まつり、地域・産業活性化講演会■４－５

■男性運動教室、市職員の給与・定員■６－７

今月の主な内容

ホームページ　http ://www.city.numata.gunma.jp/
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向

け
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
交
流
な
ど
を
推
進

す
る
た
め
、
ド
イ
ツ
を
相
手
国
と
し
た
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
の
決
定
を
受
け
、
ド
イ
ツ
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
と
事
前
合
宿
に
関
す
る

合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
利
根
町
園
原
出
身
で「
台
湾
紅

茶
の
父
」と
呼
ば
れ
て
い
る
新
井
耕
吉
郎
氏

と
の
縁
で
、
台
湾
魚
池
郷
と
の
交
流
や
温

泉
資
源
の
活
用
な
ど
を
学
ぼ
う
と
タ
イ
国

ク
ラ
ビ
ー
県
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
る
な
ど
海

外
都
市
と
の
交
流
も
活
発
化
し
ま
し
た
。

市
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
ぬ
ま
た
起
業

塾
を
は
じ
め
、
農
産
物
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

力
強
化
や
６
次
産
業
化
の
推
進
、
さ
ら
に

一
昨
年
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
真
田

丸
」に
よ
り
盛
り
上
が
っ
た
機
運
を
醸
成
す

る
た
め
、「
天
空
の
城
下
町
　
真
田
の
里
●

沼
田
」と
し
て
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
引
き
続
き
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
庁
舎
お
よ
び
市

民
活
動
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
、
多
く
の

世
代
が
幅
広
く
利
用
で
き
る
複
合
施
設「
テ

ラ
ス
沼
田
」の
整
備
改
修
工
事
の
継
続
、
３

・
３
・
１
環
状
線
栄
町
工
区
の
整
備
、
ド

イ
ツ
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
の
事
前
合
宿

に
向
け
た
市
民
体
育
館
の
改
修
、(

仮
称)

利
南
運
動
広
場
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

整
備
の
ほ
か
、
旧
土
岐
家
住
宅
洋
館
や
旧

沼
田
教
会
紀
念
会
堂
を
上
之
町
に
移
築
し
、

街
な
か
観
光
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
策
定
し
た
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
公
共
施

設
な
ど
を
適
切
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、

第
六
次
総
合
計
画
の「
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら

し
、
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
　
沼

田
」を
目
指
し
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
市
議

会
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
職
員
一

丸
と
な
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
輝

か
し
い
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

沼田市長

横山　公一

市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
30
年
と
い
う
節

目
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
市
政
発
展
の
た
め

に
多
大
な
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
１
月
の
ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統

領
就
任
に
始
ま
り
、
韓
国
大
統
領
の
弾
劾

・
逮
捕
、
10
月
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、「
人

づ
く
り
革
命
」と
銘
打
っ
て
、
幼
児
教
育
の

無
償
化
な
ど
を
重
点
と
し
た
自
民
党
が
過

半
数
を
確
保
す
る
な
ど
、
政
治
の
分
野
で

は
、
国
内
外
で
変
化
に
富
ん
だ
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
10
年
の

市
政
運
営
の
羅
針
盤
と
な
る
第
六
次
総
合

計
画
の
初
年
次
と
し
て「
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮

ら
し
、
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
●

沼
田
」を
目
指
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
、
庁
舎
等
複
合
施
設「
テ
ラ
ス
沼

田
」の
施
設
整
備
や
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

開
催
に
向
け
た
ド
イ
ツ
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
チ

ー
ム
の
本
市
で
の
事
前
合
宿
合
意
書
の
調

印
が
行
わ
れ
、
そ
の
会
場
と
な
る
市
民
体

育
館
の
改
修
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
の
建
設
計
画
が
動
き
始
め
た
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
急
速
な
少
子
化
・
人
口
減
少

が
進
む
中
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
基
づ
い
て
、
施
設
の
統
廃
合
や
長
寿
命

化
な
ど
の
公
共
施
設
の
適
正
管
理
を
進
め

る
こ
と
は
、
住
み
よ
い
環
境
の
確
保
に
大

変
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
市
が
将

来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る

た
め
に
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
道
で
あ
り
、

行
財
政
改
革
の
推
進
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
積
極
的

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
開
か
れ
た

議
会
、
よ
り
身
近
な
議
会
を
目
指
し
て
議

会
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
議
会
の
役
割

と
責
任
を
自
覚
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
や
、
ご
要
望
が
効
果
的
に
市
政
に
反

映
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
く
輝
か
し
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新

年

を

迎

え

て

沼田市議会議長

星野　稔
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利根沼田の女流歌人　生方たつゑ・

江口きち・村上順子・石田マツ

第24回沼田市生涯学習フェスティバル・第47回公民館まつり

問い合わせ　生方記念文庫1○22３１１０

問い合わせ　社会教育課社会教育係1内線３３３３

関連行事

生方たつゑ 江口きち

利根沼田で生まれた女流歌人や、利根沼田

を拠点として活躍した女流歌人を紹介しま

す。

とき １月13日(土)～３月13日(火)

※休館日は、毎週水曜日と２月12日(月)

ところ 生方記念文庫(上之町１９９-１)

市民の皆さんに公民館活動をご理解いただく

ため、生涯学習活動を公開し、日頃の学習の成

果や利用団体の活動内容を発表します。

お楽しみコーナーや記念講演会などのイベン

トも行います。

お誘い合わせのうえ、ぜひお出掛けください。

とき ２月２日(金)～４日(日)午前９時～午後

４時

ところ 中央公民館

利根沼田地域の高校生が、地元企業に関心を持ってもらえるよう、企業

ガイダンスを実施します。

とき １月20日(土)午後１時～４時

ところ ホテルベラヴィータ(材木町１７８-１)

内容 利根沼田地域の企業がそれぞれブースを設け、担当者が直接、高校

生に対して企業説明を行います

対象 平成31年３月に卒業を予定している高校生

※事前申し込みは不要です

※関連行事の申し込みは、電話、または直接生方記念文庫まで(先着順)

とき ところ 内容 講師 定員 参加費

１月20日(土)
午後２時～３時

生方記念
文庫

講演会「利根沼田の女流
歌人～江口きち・村上
順子・石田マツ～」

高山正さん
（市教育委員会）

30人

無料
※生方記念
文庫観覧
料(210円)
が必要で
す

２月３日(土)
午後２時～３時

旧沼田貯
蓄銀行１
階営業室

短歌朗読とバイオリン
演奏「江口きちの世界を
音楽にのせて」

朗読：久林純子さん
（フリーアナウンサー）
演奏：竹内千尋さん

（群馬交響楽団バイオリン奏者）

30人

２月17日(土)
午後２時～３時

生方記念
文庫

歌と講演会Vol.2「『生方
たつゑと北見志保子』そ
れぞれの思い」。「若山牧
水」に続く「須藤さんによ
る歌と講演会」の第２弾

須藤恵さん
（声楽家）

伴奏：藤井由香さん
（ピアニスト）

30人

オープニングセレモニー

作品展示

舞台発表

お楽しみコーナー

クロージングセレモニー

他会場イベント ２月３日(土)午前10時～午後４時
沼田高校

本校舎１階

沼田高校桔梗館「郷土資料室」特別開放

※２月２日(金)午前10時から正午は一般開放日です

４階ホール

２階～４階
各会議室等

４階ホール

３階ロビー
付近

３階茶室

４階ホール

２月２日(金)午前９時30分～

２月２日(金)午前９時45分～

２月２日(金)午前10時15分～10時45分

２月２日(金)～４日(日)午前９時～午後４時

２月３日(土)午前９時30分～午後２時

２月３日(土)午前11時～

２月４日(日)午前11時～午後２時

２月４日(日)午後１時～２時

開会式

◆事例発表

団体：薄根小学校

内容：早寝早起き朝ごはん運動(平成28年度文部科学大臣賞受賞)、

PTA活動(平成29年度文部科学大臣賞受賞)

◆生涯学習講演会

演題：継続は力なり～願うことは　かなう～

講師：池田進一さん(沼田市文化協会副会長・平成29年度群馬県

文化奨励賞受賞(書道))

公民館教養教室・利用団体の発表

公民館利用団体の発表

洋菓子教室お菓子の試食。お菓子がなくなり次第終了

茶道教室お点前発表。受け付けは、当日３階茶室にて行います

◆柳波賞表彰式、社会教育功労者表彰式、小中学生学芸文化･体

育特別賞表彰式

イベント とき ところ 内容・備考

※駐車場は、中央公民館１階、沼田市役所前、テラス沼田立体駐車場(検印しますので駐車券を会場へお持ちください)をご利用ください

高校生のための企業ガイダンス

Listen！利根沼田の企業の話

問い合わせ　産業振興課商工振興係1内線３２５５、

ハローワーク沼田1○22８６０９

参加者

募集

子育て中の女性や主婦などを対象に、就職面接会を開催します。無料の

託児ルームも用意します。

とき ２月19日(月)午後１時～４時

ところ ホテルベラヴィータ(材木町１７８-１)

内容 就職面接会、就職に役立つメークアップ相談、就職相談などを予定

対象 子育て中の女性や主婦などで利根沼田地域在住の人

対象企業 女性などの雇用に積極的な市内企業

申し込み 事前に参加申込書に記入し、ハローワーク沼田へ

※申込用紙は、ハローワーク沼田と産業振興課窓口に用意してあります。市

ホームページからダウンロードも可能です

問い合わせ　産業振興課商工振興係1内線３２５５、

ハローワーク沼田1○22８６０９

参加者
参加企業
募集

市では、産業と地域の活性化を図るため、講演会を開催します。

講師には、藻谷浩介さんを招いて、地方創生～沼田を次世代に引き継

ぐために～をテーマに講演していただきます。

とき ２月１日(木)午後４時～５時20分

ところ ホテルベラヴィータ(材木町１７８-１)

定員 150人(超えた場合は抽選)

参加費 無料

申し込み １月19日(金)までに、所定の申込用紙、またはＥメール(san

gyo@city.numata.gunma.jp)に件名｢沼田市地域・産業活性化講演会参

加希望｣、郵便番号、住所、氏名、電話番号を記載し、産業振興課商

工振興係へ

沼田市地域・産業活性化講演会

問い合わせ　産業振興課商工振興係1内線３２５５

参加者

募集

藻谷浩介さんプロフィール
も たにこうすけ

山口県生まれの53歳。

平成合併前の3,200市町

村の全てと海外90カ国

を自費で訪問し、地域

特性を多面的に把握。

地域振興や人口成熟問題に関し、精力的

に研究･著作･講演を行っています。

近著に、『デフレの正体』『里山資本主義』

(ＫＡＤＯＫＡＷＡ)､『金融緩和の罠』(集

英社)､『しなやかな日本列島のつくりかた』

『和の国富論』『観光立国の正体』(新潮社)、

『経済成長なき幸福国家論』(毎日新聞出

版)など。

"ママ・主婦等の働きたい"

を応援する就職面接会

とき ２月４日(日)午後２時～３時30分

ところ 中央公民館４階ホール

演題 異常気象と環境問題～どうなる地

球温暖化～

講師 森田正光さん(お天気キャスター・

気象予報士)

定員 300人(当日先着順)

記念講演会
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広報ぬまた 平成30年１月１日

市役所 123－2111524－5179 白沢支所 153－2111553－2188 利根支所 156－2111556－36747

■人件費の状況（普通会計決算）

■職員給与費の状況(普通会計決算)

■職員の平均給料月額、平均年齢などの状況

区分

平成28年度
H29.3.31

49,490人

万円

2,219,979

万円

383,785

％

17.3

％

17.6

％

25.1

住民基本

台帳人口
歳出額Ａ 人件費Ｂ

人件費率

Ｂ／Ａ

27年度の

人件費率

経常的一般財源

人件費率

区分

区分
一般行政職

平均給料月額

336,437円 397,350円 43.8歳

341,100円 410,910円 43.6歳

平均給与月額 平均年齢

技能労務職

平均給料月額

308,186円 348,090円 49.7歳

342,100円 373,434円 51.5歳

平均給与月額 平均年齢

沼田市

群馬県

平成28年度
人

380

万円

153,749

万円

25,698

万円

60,827

万円

240,274

万円

632

職員数Ａ
給料

給与費

職員手当 期末勤勉手当 計Ｂ

１人当たり

給与費Ｂ／Ａ

※人件費には、市長・副市長・市議会議員などの特別職の給料、報酬
なども含まれています

※職員手当には、退職手当を含みません

※平均給与月額は、平均給料月額と職員手当(期末手当・勤勉手当・
寒冷地手当を除く)の合計額です

区分

一般行政職

大学卒

短大卒

高校卒

高校卒

沼田市

178,200円

158,800円

146,100円

146,100円

群馬県

183,300円

149,400円

145,000円技能労務職

区分 沼田市(平成28年度支給割合) 群馬県(平成28年度支給割合)

期末手当

勤勉手当

退職手当

地域手当
前橋市に勤務する職員に対し、給料の３％を支給

東京都特別区に勤務する職員に対し、給料の20％を支給

特　　殊

勤務手当

平成28年度

(９種類)

支 給 総 額

職員全体に占める支給職員の割合

支給職員１人当たり支給年額

1,424千円

22.3％

15,149円

(支給率） 沼田市

自己都合

20.445

29.145

41.325

49.59

月分

月分

月分

月分

20.445

29.145

41.325

49.59

月分

月分

月分

月分

25.55625

34.5825

49.59

49.59

月分

月分

月分

月分

25.55625

34.5825

49.59

49.59

月分

月分

月分

月分

早期・定年 自己都合 勧奨・定年

群馬県

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の

加算措置

定年前早期退職特例措置

(3%～45%加算)

定年前早期退職特例措置

(2%～20%加算)

１人当たり平均支給額(平成28年度)
1,541千円
期末手当　 勤勉手当
2.60月分　1.70月分
(1.45月分) (0.80月分)

※( )内は、再任用職員に係る支給割合
職制上の段階、職務の級などに
よる加算措置
役職加算　　　　 ５～15％

１人当たり平均支給額(平成28年度)
1,795千円
期末手当　 勤勉手当
2.60月分　1.70月分
(1.45月分) (0.80月分)

※( )内は、再任用職員に係る支給割合
職制上の段階、職務の級などに
よる加算措置
役職加算　　　　 ５～20％
管理監督者加算　 10～25％

時 間 外

勤務手当

扶養手当

１　配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　10,000円

２　子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8,000円

配偶者がない場合　　　　　　　　１人目　10,000円

特定年齢にある子　　　　　　　　１人　　 5,000円加算

３　父母等　　　　　　　　　　　　　１人　　 6,500円

配偶者がない場合　　　　　　　　１人目　 9,000円

１　借家・借間の場合(家賃12,000円を超える場合)

家賃の額に応じて27,000円を限度に支給

１　交通機関を利用する場合

定期代相当額を支給(55,000円が限度)

２　交通用具を使用する場合

使用距離などに応じて支給(2,000円～31,600円)

部長級　63,468円(77,400円から18％減額)

課長級　52,955円(62,300円から15％減額)

課長補佐級　45,136円(49,600円から9％減額)

世帯区分に応じて次のとおり　　　　 ４級地

扶養親族のある世帯主　　　　　　89,000円

扶養親族のない世帯主　　　　　　51,000円

その他の職員　　　　　　　　　　36,800円

住居手当

通勤手当

寒冷地

手　当

管理職

手　当

平成28年度
支 給 総 額

職 員 １ 人 当 た り 支 給 年 額

116,467千円

340千円

平成27年度
支 給 総 額

職 員 １ 人 当 た り 支 給 年 額

137,882千円

373千円

区分 給料月額など 期末手当

給料

市　　長

副 市 長

教 育 長

715,000円(852,000円から16％減額)

606,000円(697,000円から13％減額)

567,000円(630,000円から10％減額)

426,000円

359,000円

339,000円

(平成28年度支給割合)
６月期 2.000月分
12月期 2.250月分
計 4.25月分

(平成28年度支給割合)
６月期 2.000月分
12月期 2.250月分
計 4.25月分

議　　長

副 議 長

議　　員

報酬

一

般

行

政

部

門

特別行
政部門

公営

企業

など

※職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する休
職者、派遣職員などを含み、臨時、非常勤職員を除いています

区分

部門

議　　会

総　　務

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

小　　計

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

5

89

34

62

31

1

23

26

43

314

78

78

11

6

27

44

436

5

87

32

60

30

1

20

26

43

304

76

76

9

6

25

40

420

5

90

32

59

31

1

19

21

43

301

74

74

9

5

26

40

415

△2

△1

△5

△1

△3

2

△1

△11

△3

△3

2

△3

△1

△15

△2

△2

△2

△1

△3

△10

△2

△2

△2

△2

△4

△16

3

△1

1

△1

△5

△3

△2

△2

△1

1

△5

平成27年 平成28年 平成29年 平成27年 平成28年 平成29年

職員数 対前年増減数

合　　　　計

■職員の初任給の状況

■職員手当の状況(企業職を除く全職種)

■特別職の報酬などの状況

■定員の状況

(平成29年４月１日現在)

(平成29年４月１日現在)
(平成29年４月１日現在)

(各年４月１日現在　単位：人)

(平成29年４月１日現在)

男性運動教室の参加者を募集します
問い合わせ　健康課保健係(保健福祉センター内)1内線７６２０４

宝くじの収益を財源としてコミュニティの健全な発展と

宝くじの普及広報を図るため、(一財)自治総合センターと

(公財)群馬県市町村振興協会が、自治会のコミュニティ活

動へ助成を行っています。

屋形原町では、(公財)群馬県市町村振興協会の事業を活

用して農村婦人の家の改修が行われ、今後、さらなるコミ

ュニティ活動の充実が図られます。

問い合わせ　総務課行政係1内線３２１３
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古本市を開催します！

市民の皆さんからいただいた本と、図書館で

廃棄する雑誌のバックナンバーを無料配布いた

します。ぜひ、お出掛けください。

とき １月27日(土)・28日(日)・30日(火)の各

日午前10時～午後４時30分

ところ 図書館４階視聴覚室

その他 １人10冊まで(持ち帰り用の袋をご持

参ください)

問い合わせ 図書館1○22０５５０へ

男性のための健康運動教室を開催します。冬は運動不足に

なりがちです。普段運動していない人も、生活習慣病予防の

ため、これを機会に始めてみませんか？

とき ①１月23日(火)②２月１日(木)③２月22日(木)の各日

午前10時～11時30分

ところ 保健福祉センター４階ホール

講師 うすねニュースポーツクラブ運動指導員

対象 おおむね40～60歳代(運動制限の指示のない男性)

※医療機関を受診している人は、かかりつけ医にご相談の上、

ご参加ください

定員 25人(超えた場合は抽選)

申し込み 土・日曜日、祝日を除く、１月５日(金)から16日

(火)までに、電話、または直接健康課窓口へ

市職員や特別職の給与、職員数などの状況について、市民の皆さんによ

り一層のご理解をいただけるよう、次のとおりお知らせします。さらに詳

しい内容については、４月に市ホームページへ掲載する予定です。

市職員の給与、定員などの状況
問い合わせ 総務課職員係1内線３２１５

コミュニティの助成事業



社
会
全
体
で
高
齢
者
の
医
療
を
支

え
る
仕
組
み
と
し
て
平
成
20
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
、
間
も
な
く
10
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
ご

と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合(

広
域
連
合)

と
市
町

村
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

○
75
歳
以
上
の
人

○
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
人
で
、
申
請
に
よ
り

広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
人

対
象
と
な
る
日

○
75
歳
の
誕
生
日

○
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
広
域
連
合

の
認
定
を
受
け
た
日

毎
年
８
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
被
保

険
者
証
が
、
一
人
に
１
枚
、
広
域
連

合
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関

で
受
診
す
る
場
合
は
、
被
保
険
者
証

を
忘
れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
被
保
険
者
と
な
る
人
に
は
、

75
歳
と
な
る
誕
生
日
の
前
に
、
被

保
険
者
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

所
得
に
応
じ
て
、
医
療
機
関
で
支

払
う
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
わ
り

ま
す
。
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
、

そ
れ
以
外
の
人
は
１
割
の
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
所
得

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被

保
険
者
一
人
一
人
が
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く

負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得

割
額
」の
合
計
と
な
り
、
個
人
ご
と

に
計
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年
金
か

ら
引
か
れ
る「
特
別
徴
収
」と
、
納
付

書
や
口
座
振
替
で
納
め
る「
普
通
徴

収
」の
い
ず
れ
か
で
、
市
か
ら
通
知

し
ま
す
。

保
険
料
の
基
準
と
な
る
保
険
料
率

(

均
等
割
額
と
所
得
割
率)

は
、
２
年

ご
と
に
見
直
さ
れ
県
内
全
て
の
市
町

村
で
同
一
で
す
。

○
均
等
割
額
　
４
万
３
６
０
０
円

○
所
得
割
率
　
８
・
60
％

○
年
間
上
限
額
　
57
万
円

8市役所 123－2111524－5179 白沢支所 153－2111553－2188 利根支所 156－2111556－3674

被
保
険
者
の
身
近
な
窓
口
と
な
る

市
町
村
は
、
広
域
連
合
と
の
橋
渡
し

役
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
役
割
を
担

い
ま
す
。

○
保
険
料
の
徴
収

○
各
種
申
請
や
届
け
書
の
受
け
付
け

○
被
保
険
者
証
の
引
き
渡
し

ほ
と
ん
ど
の
手
続
き
は
、
国
民
健

康
保
険
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
国

保
の
窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

制
度
の
運
営
主
体(

保
険
者)

と
し

て
次
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

○
保
険
料
の
決
定

○
医
療
給
付(

自
己
負
担
分
を
除
く

医
療
費
の
医
療
機
関
へ
の
支
払
い)

○
被
保
険
者
証
の
交
付

後
期
高
齢
者
医
療
で
も
、
他
の
医

療
保
険
と
同
様
に
各
種
の
保
健
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
40
歳
以
上

で
受
け
て
い
た
特
定
健
診
と
同
様
の

検
診
や
保
健
指
導
、
人
間
ド
ッ
ク
は

も
ち
ろ
ん
、
高
齢
期
の
健
康
維
持
に

欠
か
せ
な
い
歯
科
検
診
な
ど
も
メ
ニ

ュ
ー
に
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的
な
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
係

1

内
線
３
１
３
６
へ

9

制
度
発
足
か
ら
10
年

被
保
険
者
証
は
一
人
１
枚

窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合

制
度
を
支
え
る
保
険
料

保
険
料
率
は

一
人
一
人
が
被
保
険
者

市
町
村
の
役
割

広
域
連
合
の
役
割

健
康
づ
く
り
事
業

シリーズ国保⑥

健やかに年齢を

高齢期の 医療について考える

重ねていただくために

75
歳
の
誕
生
日
は
、
豊
か
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

健
康
を
支
え
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

昨
年
12
月
13
日
に
発
表
さ
れ
た
都
道
府
県
別
の
平
均
寿
命
ラ
ン

キ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
群
馬
県
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
80
・
61
歳(

27

位)

、
女
性
86
・
84
歳(

33
位)

で
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
の
最
高
を

更
新
し
、
男
性
も
初
め
て
80
歳
を
超
え
ま
し
た
。
後
継
者
に
経
営

を
譲
っ
た
り
、
退
職
な
ど
で
第
一
線
を
リ
タ
イ
ア
し
た
以
降
も
、

ま
す
ま
す
健
康
で
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
高

齢
期
の
医
療
制
度
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

｢生涯医療費｣って、こんなに!?
厚生労働省が、平成26年度年齢階級別１人当たり国民医療費(５歳

ごとに集計)を基に推計した１人の人が生まれてから亡くなるまでに

必要とする医療費の合計｢生涯医療費｣は2,609万円で、そのうちの半

分が70歳未満で、残りの半分は70歳以降に必要となるとされています。

最も医療費を必要とするピークは75歳から79歳までの300万円で、次

いで80歳から84歳までの297万円とされ、前後の年代がこれに続いて

います。

男女別では平均寿命の差を反映して、男性の生涯医療費が2,494万

円で75歳から79歳がピーク、女性の生涯医療費は2,732万円で80歳か

ら84歳がピークとなっています。

若い世代の医療費が低く、年齢が上がるにしたがって上昇すること

は容易に想像できますが、手が掛かると思われがちな乳幼児期の医療

費を55歳以降で超えるようになり、65歳から74歳までの前期高齢者で

は大幅な伸びを示しています。

厚生労働省の患者調査によれば、65歳以上では、三大疾病と呼ばれ

る｢脳血管疾患｣｢がん｣｢心疾患｣で入院する人が多く、治療期間も長く

費用も大きく膨らんでいます。

健康寿命を延ばすために
ＷＨＯ(世界保健機関)が提唱したことをきっかけに注目されるよう

になった｢健康寿命｣。健康上の問題で日常生活が制限されることなく

生活できる期間のことで、日本は男女とも世界第１位となっています

が、平均寿命とは大きな開きがあり認知度も十分とは言えません。

バランスの良い食事や日頃からの運動、定期的な健診などにより、

一人一人が自分自身の健康に気を配ることが何よりも重要です。

新しい年の初めに、生活習慣を見直し健康づくりの目標を立てては

いかがでしょう。

国
民
年
金
は
、
高
齢
に
な
っ
た
と

き
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、

現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い

う
仕
組
み
で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
収
入
の
な
い
学
生
に
は「
学

生
納
付
特
例
制
度
」も
あ
り
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
。

問
い
合
わ
せ

渋
川
年
金
事
務
所

1

０
２
７
９
　
１
６
０
７
へ

老
齢
年
金
受
給
者
に
は
、
１
月
下

旬
に「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
送
ら
れ
ま
す
。
年
金
以
外
に
収
入

が
あ
り
確
定
申
告
す
る
人
は
、
こ
の

源
泉
徴
収
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
に
は
送
ら
れ
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

1

０
５
７
０
　
１
１
６
５
へ

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
保
険
料



11 市公式FacebookとTwitterでも、イベント情報などを紹介しています。
Facebook Twitter

冬の県民交通安全運動　利根沼田統一事業

よくみよう　車のあとに　またくるま

冬の県民交通安全運動は、交通ルールの遵守

やマナーを習慣付け、相手の立場に立った優し

さと思いやりのある運転や行動を促進して、交

通事故防止の徹底を目的に実施されています。

会場では、沼田警察署や交通安全協会などの

各種団体、スキー場関係者、ぬっくんなどが、

ドライバー一人一人にりんごと交通安全パンフ

レットを渡しながら安全運転を呼び掛けました。

12月１日(金)

災害には日頃からの備えを！

沼田市地域防災訓練

地域防災訓練は、災害発生時などいざというと

きの適切な対応と防災意識の高揚を図るため、毎

年、小学校区などを単位に実施されています。

今年は川田地区住民と防災関係機関など約450

人が参加して、大地震を想定した避難・初期消火

・応急手当・炊き出し訓練など９つの訓練のほか、

Jアラート訓練放送による弾道ミサイル落下時な

どに取るべき身を守る行動訓練が行われました。

11月26日(日)

10

住民票の写しなどが全国のコンビニで

証明書コンビニ交付サービス稼働式

マイナンバーカードを使って、コンビニエン

スストアにあるマルチコピー機で、住民票の写

しなどの証明書が交付できる証明書コンビニ交

付サービスの稼働式が、市内のコンビニエンス

ストアで行われました。このサービスでは、住

民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部事項証

明書・個人事項証明書、戸籍の附票の写しが、

市役所窓口よりも50円安く取得できます。

12月22日(金)

ほこりを払って新年をお迎え

葉山弥勒寺掃煤会

12月13日(水)

Monthly Topics

Ｆ
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｅ
開
局
20
周
年
を
記
念

し
て
進
め
ら
れ
た
瑞
葉
翔
子
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
二
人
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
、
さ
か
い
蔵
人
さ
ん
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
ア
イ
ド
ル
、
瑞
葉
翔
子
と

し
て
、
昨
年
８
月
か
ら
本
格
的
な
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

金
子
・
戸
丸

「
二
人
と
も
演
劇
部

に
所
属
し
て
い
て
、
顧
問
の
竹
内
先

生
か
ら
紹
介
さ
れ
て
、
面
白
そ
う
だ

な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」

劇
団
前
進
座
の
元
女
優
で
、
Ｆ
Ｍ

Ｏ
Ｚ
Ｅ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
薮
原

さ
ん
ら
の
指
導
で
、
発
声
練
習
や
立

ち
振
る
舞
い
、
演
劇
的
基
礎
技
術
な

ど
を
学
ん
で
き
た
。

金
子
・
戸
丸

「
家
に
持
ち
帰
っ
て
、

復
習
し
て
、
吸
収
し
て
、
そ
の
繰
り

返
し
で
す
。
沼
田
ま
つ
り
の
千
人
お

ど
り
に
参
加
し
た
り
、
元
光
Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｊ
Ｉ
の
佐
藤
寛
之
さ
ん
と
一
緒
の
ス

テ
ー
ジ
に
立
た
せ
て
い
た
だ
い
た
り

と
、
毎
回
緊
張
し
て
大
変
で
す
が
、

華
や
か
で
楽
し
い
で
す
」

10
月
か
ら
始
ま
っ
た
二
人
の
ラ
ジ

オ
番
組
に
つ
い
て
感
想
を
尋
ね
た
。

金
子

「
最
初
は
全
然
話
せ
な
く
て
沈

黙
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
少
し
ず
つ

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

戸
丸

「
元
々
人
と
話
す
の
が
得
意
で

は
な
か
っ
た
け
ど
、
自
分
の
意
見
も

言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、そ
れ
は
、

ラ
ジ
オ
の
お
か
げ
か
な
と
思
い
ま
す
」

沼
田
の
情
報
を
発
信
し
な
が
ら
、

全
国
区
の
ア
イ
ド
ル
を
目
指
し
て
い

る
瑞
葉
翔
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
た
。

金
子

「
私
は
、
浴
衣
姿
の
翔
子
役

な
の
で
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の
イ
ラ
ス

ト
投
稿
も
浴
衣
姿
が
増
え
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。
活
動
は
、
３
年
生
に
な

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
終
了
に
な
る
の

で
、残
り
３
カ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」

戸
丸

「
地
元
の
人
で
も
知
ら
な
い
沼

田
の
良
い
所
を
、
沼
田
の
人
も
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
全
国
の
人
に
伝
え
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

(写真左)さん金子　流羽
(利根実業高校２年)

Kaneko Ru

(写真右)さん戸丸　茉莉
(利根実業高校１年)

Tomaru Matsuri

ふるさとメッセンジャー　瑞葉翔子 瑞
葉
翔
子
が
沼
田
の
良
い
所
を

全
国
の
人
に
伝
え
て
い
き
ま
す

２月巡回移動図書の日程

10:00～10:20
10:30～10:50
11:00～11:40
1:20～ 1:45
1:55～ 2:25
2:35～ 4:15
9:50～10:15
10:25～10:55
11:05～11:35
1:30～ 1:50
2:00～ 2:20
2:30～ 4:15
10:00～10:20
10:30～10:50
11:00～11:35
1:15～ 1:45
1:55～ 2:15
2:30～ 4:15
10:45～11:15
1:15～ 1:50
2:00～ 2:20
2:30～ 4:15
9:50～10:20
10:30～10:55
11:05～11:30
1:30～ 2:00
2:15～ 2:45
2:50～ 4:15

６日
(火)

２月 と　き と　こ　ろ ２月 と　き と　こ　ろ
16日
(金)

20日
(火)

22日
(木)

23日
(金)

21日
(水)

７日
(水)

８日
(木)

14日
(水)

15日
(木)

利 根 ダ ム 統 合 管 理 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 振 興 局
新 町 公 民 館
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下発知町生活改善センター
奈 良 町 農 事 研 修 所
上発知町生活改善センター
中発知町生活改善センター
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 多 目 的 集 会 所
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
堀 廻 町 構 造 改 善 セ ン タ ー
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町田町水田転作推進研修所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校

1:40～ 2:10
2:30～ 4:15
10:00～12:00
1:15～ 1:35
1:50～ 2:20
10:40～11:00
11:20～11:40
1:15～ 1:45
2:00～ 2:25
2:50～ 4:15
1:15～ 1:45
2:00～ 2:30
2:40～ 4:15
1:30～ 2:00
2:20～ 2:50
3:10～ 3:40

図書館○22 ０５５０

図書館の休館日

◆１月 １日(月)、２日(火)、３日(水)、８日(月)、

15日(月)、22日(月)、29日(月)、31日(水)

◆２月 ５日(月)、12日(月)、19日(月)、

26日(月)、28日(水)

下 久 屋 町 公 民 館
多 那 小 学 校
利根小学校(旧利根西小学校)
利 根 支 所
老 神 地 区 集 会 所
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
上 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
十 王 公 園
愛 宕 老 人 ホ ー ム
沼 田 北 小 学 校
利 根 支 所 利 根 出 張 所
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所

瑞葉翔子公式ページはこちら　http://www.fm-oze.co.jp/mizuhasyouko/

しょーこを
応援してね！

そうばい え

師走恒例のすす払い行事｢掃煤会｣が行われま

した。毎年12月13日にこの行事は行われ、今回

小雪が舞う中、僧侶たちが境内にあるそれぞれ

のお堂を、１日かけて清めました。

大天狗面が安置されている中峰堂では、長さ

約５mの竹のほうきで、天狗面やちょうちんのほ

か、参拝者が奉納した天狗のお面など、１年間

でたまったほこりやちりを払い落としました。

み
ず

は

し
ょ
う
こ

く
ら
ん
と



１
月
と
２
月
は
、
成
人
式
を
迎
え

る
20
歳
の
皆
さ
ん
に
献
血
へ
の
理

解
と
協
力
を
呼
び
掛
け
る「
は
た
ち

の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間

で
す
。

皆
さ
ん
の
献
血
事
業
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
課
予
防
係(

保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

1

内
線
７

６
２
０
７
へ

１
月
１
日
現
在
、
事
業
を
営
ん
で

い
て
、
事
業
用
に
使
用
し
て
い
る
資

産(

事
務
機
器
、
機
械
装
置
、
構
内
の

舗
装
な
ど)

を
持
っ
て
い
る
人
に
は

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
申
告
義
務
が
あ

り
ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の
申
告
書

を
１
月
23
日(

火)

ま
で
に
税
務
課
資

産
税
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
地
方
税
電
子
申
告
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

(

エ
ル
タ
ッ
ク
ス)

も
ご
利
用
で
き

ま
す

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

1

内
線
３
１
４
７
へ

教
育
委
員
会
で
は
、
第
14
回
お
の

ち
ゅ
う
こ
う
ふ
る
さ
と
文
学
賞
表
彰

式
を
行
い
ま
す
。二
荒
太
鼓
に
よ
る
、

和
太
鼓
演
奏
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

と
き

２
月
10
日(

土)

午
後
１
時

と
こ
ろ

白
沢
支
所
３
階
多
目
的
ホ

ー
ル

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

二
荒
太
鼓
　
和

太
鼓
演
奏

開
演
時
間

午
後
１
時
45
分(

予
定)

問
い
合
わ
せ

白
沢
公
民
館
1

●
２

２
９
１
へ

沼
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
書
き

間
違
え
や
古
く
て
使
え
な
い
な
ど
の

理
由
で
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
未
使
用

の
郵
便
は
が
き
、
年
賀
は
が
き
、
未

使
用
切
手
を
回
収
し
、
募
金
に
換
え

る
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
戦
争
や
貧
困
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
学
校
に
行
け
な

い
子
ど
も
た
ち
や
教
育
の
機
会
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
大
人
た
ち
の
た
め
に
、

学
び
の
場(

寺
子
屋)

で
読
み
書
き
や

算
数
な
ど
を
学
べ
る
よ
う
な
教
育
の

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る「
〜
す
べ
て
の

人
に
教
育
を
〜
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子

屋
運
動
」を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
世
界
の
43
カ
国
・
１

地
域
で
約
１
３
０
万
人
に
及
ぶ
人
々

に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
は
が
き
の
回

収
は
年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
毎
年
12
月
か
ら
２
月
ま
で

は「
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
回
収
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」と
し
て
、
市
内
各
所
に

「
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
回
収
ボ
ッ
ク

ス
」を
設
置
し
て
回
収
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
場
所

市
内
各
小
・
中
学
校
、

市
立
幼
稚
園
、
中
央
公
民
館
ほ
か

各
地
区
公
民
館
、
図
書
館
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど

※
宛
先
不
明
な
ど
一
度
投
函
さ
れ
た

は
が
き
や
私
製
は
が
き
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
使
用
済

み
切
手
は
回
収
し
て
い
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

沼
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会

事
務
局(

社
会
教
育
課
社
会
教
育

係
内)

1

内
線
３
３
３
３
へ

市役所 123－2111524－5179 白沢支所 153－2111553－2188 利根支所 156－2111556－367413 12

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
製

造
・
出
荷
が
遅
れ
、
ワ
ク
チ
ン
不
足

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
接
種
期
間
を

12
月
ま
で
か
ら
、
１
月
末
日
ま
で

延
長
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
早
め
に
接
種
し
ま
し

ょ
う
。

接
種
期
限

１
月
31
日(

水)

接
種
機
関

市
が
委
託
し
た
医
療
機

関
※
利
根
沼
田
以
外
の
医
療
機
関
で
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
健
康

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

対
象

①
接
種
日
当
日
に
65
歳
以
上

の
人
②
接
種
日
当
日
60
歳
か
ら
65

歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
・
腎
臓
も

し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

そ
の
他

接
種
に
は
、
昨
年
５
月
に

送
付
し
た「
受
診
シ
ー
ル
」(

オ
レ

ン
ジ
色
の
封
筒)

、
健
康
手
帳
、

保
険
証
が
必
要
に
な
り
ま
す

※
予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

健
康
課
予
防
係(

保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

1

内
線
７

６
２
０
７
へ

10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
住
宅

・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
住
宅
と

そ
こ
に
住
む
世
帯
の
居
住
状
況
、
世

帯
が
持
っ
て
い
る
土
地
な
ど
の
実
態

を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
住
生
活
関
連

施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

こ
の
調
査
に
先
立
ち
、
市
内
各
所

で
調
査
区
域
を
設
定
す
る
た
め
の
現

地
確
認
を
行
い
ま
す
。
２
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
、
県
知
事
が
任
命
し

た
指
導
員
が
総
務
大
臣
の
指
定
し
た

対
象
地
区
を
巡
回
し
、
住
宅
・
ア
パ

ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
物
の

位
置
や
戸
数
、
道
路
や
河
川
な
ど
調

査
区
境
界
と
な
る
目
標
物
を
確
認
し

ま
す
。

指
導
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
調
整
係

1

内
線
３
２
２
３
へ

県
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
働
く
全

て
の
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

地
域
別
最
低
賃
金

７
８
３
円

※
昨
年
10
月
７
日(

土)

発
効

産
業
別
最
低
賃
金

・
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造
業
８
７
６
円

・
一
般
機
械
器
具
製
造
業
８
６
５
円

・
電
気
機
械
器
具
製
造
業
８
６
５
円

・
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
８
６
５

円

※
昨
年
12
月
22
日(

金)

発
効

問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
1

０
２
７(

８
９
６)

４
７
３
７
、
沼
田
労
働
基
準
監
督

署
1

０
３
２
３
へ

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
を
推
進
す
る

新
生
活
運
動
の
申
し
合
わ
せ
事
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

結
婚
式

１
万
円
以
内

葬
式

２
０
０
０
円
以
内

病
気
見
舞
い
な
ど

２
０
０
０
円
以

内
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
社
会
教

育
係
1

内
線
３
３
３
３
へ

お

知

ら

せ

定
期
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

接
種
期
間
を
延
長
し
ま
す

「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」調
査
区
の

現
地
確
認
を
行
い
ま
す

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
労
働
者
も

新
生
活
運
動
の
申
し
合
わ
せ

１・２月

１月６日(土)

１月20日(土)

２月３日(土)

２月17日(土)

｢おせちいっかのおしょうがつ｣

｢しっぽのつり｣

｢ふくはうち おにもうち」

｢ゆきのひ」

とき 午後２時30分

ところ 図書館３階おはなしのへや

放射線量測定結果(12/11:地表１㍍、単位マイクロシーベルト/時間)本庁舎0.07、利南公民館0.05、池田公民館0.07、薄根公民
館0.08、川田公民館0.06、白沢支所0.06、利根支所0.09 問い合わせ 環境課環境係(東原庁舎内)1内線７７３７２

広報ぬまた 平成30年１月１日

「
は
た
ち
の
献
血
」
に
ご
協
力
を

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

第
14
回
お
の
ち
ゅ
う
こ
う
ふ
る
さ
と

文
学
賞
表
彰
式

書
き
そ
ん
じ
は
が
き
・
未
使
用
切
手

回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力
を
！

市　役　所　1 23 ２１１１

白 沢 支 所　1 53 ２１１１

利 根 支 所　1 56 ２１１１

石
田
　
昊
輝
く
ん
（
３
歳
４
カ
月
）

ジャンプ！キック！アーンパーン
チ！とにかくやんちゃなこうくん。
まだまだ甘えん坊だけど、弟の面倒を
見てくれる優しいお兄ちゃんです。
これからも笑顔いーっぱいで大きく

なってね！

(材木町)

こ
う

き

無病息災、五穀豊穣を祈願して

落合地区にある高根白山神社で古くから伝えられている
神事で、毎年２月11日に奉納されている、下田市の無形
文化財の一つです。
裏側に「鬼」と書かれた的を狙い、それを見事射抜くとそ
の１年の災厄(鬼)は退散し、五穀豊穣になると伝えられて
います。古くからの形式を多く残しており、地元地区の住
民の生活に深く根付いたものになっています。
一般客の観覧も可能です。
とき ２月11日(日)
ところ 高根白山神社(下田市落合276)
問い合わせ 下田市観光協会1０５５８　１５３１へ

静
岡
県
下
田
市
の
す
が
た

鬼

射(

お
び
し
ゃ)

対象 市内に在住、または在勤の人

定員 各会場30人(先着順)

費用 282円(１食)

申し込み １月９日(火)から16日(火)までの、午前８時

30分から午後５時15分までの間に、電話にて各調理

場へ

問い合わせ 沼田給食センター1 １６７２、白沢調

理場1 ２２５７、利根調理場1 ３６４５へ

※時間はいずれも正午～午後１時

全国学校給食週間事業

給食試食会の参加者を募集します

とき

１月24日(水)

１月25日(木)

１月26日(金)

１月29日(月)

１月30日(火)

沼田給食センター

利根調理場

白沢調理場

利根調理場

ところ

広報ぬまたでは、毎月「アイドル登場」のコーナー

で、就学時前のお子さんを、家族の皆さんからの

メッセージと写真で紹介しています。

問い合わせ 秘書課広報広聴係1内線３２２５へ
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